
2022年8月九州のがんばる農山漁村の女性たち（2022年度）

ディスバットマム※をたくさんの人に届けたい！
菊への愛情と情熱が伝わるInstagramも必見

略 歴

結婚を機に、菊農家の夫を手伝うかたちで就農。
現在、農作業はもちろん事務や実習生の指導などを

担当。
鹿児島県主催のかごしま営農塾（トップリーダー

塾）の受講をきっかけに、令和３年に
かごしま農業女子プロジェクトに参加。
「菊屋－KIKUYA－」としてロゴをつくり、
自慢の菊をより多くの人に届けるため、
３人の子供を育てながら活躍中。

経営概要

輪菊を1.5ha生産。九州を中心に札幌や東京
をはじめとした県外へも出荷。うち洋菊は
県内の花屋さんと直接取引も。売上拡大と
事業効率化を支援する経営管理サービスを
利用して夫婦で経営発展に取り組んでいる。

傷がつかないよう、ネットがかけられた花

鹿児島県
枕崎市

さん

※ディスバットマム：1つの茎に1輪花がついているタイプの洋ギク

菊屋-kikuya –のロゴ

地元菊農家の若手の会があり、これまでは男性ば
かりでしたが、夫婦で菊を作る女性と一緒に入会し
ました。会では勉強会などを開催しています。若い
力で耕作放棄地の解消や、地域の農地集約などを行
い、地域の農業を活性化したい！

安定生産により、ディスバットマムを多くの方に
届けたい！

---- Next challenge！ ----

日々の奮闘をInstagramで発信中。
菊への愛情と情熱、菊農家の日々が綴られています。
センスが光る写真は必見！ぜひご覧ください。
Instagram：kikuya.kuwahara

コロナや猛暑など、これまでの感覚だけでは対応が難しい
ことばかり。
データを活用してより安定した経営をめざします。


